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お車に関してのお取付は、難しい為、プロショップにてのお取り付けをお勧めいたします。

お取り付けに際して、純正部品の取り外し、加工等が発生ますが、その際の失敗等についてのクレームには応じかねます。

ご不明な点につきましては、お気軽にお問い合わせ下さい。

リアハーフスポイラー Ver1＜作業手順＞リアハーフスポイラー Ver1＜作業手順＞

①下図を参照に仮合わせをして下さい。スポイラーはバンパーの下から取付します。

②下図リアスポイラー裏側・全体図を参照にスポイラーとボディの張付け部分を

　脱脂して下さい。エアロパーツ側に両面テープを張付けて下さい。

③下図リア裏側を参照にスポイラーの穴に合わせて７ｍｍ位の穴を空けて下さい。

　エアロパーツとボディを付属のボルトナットにて６箇所取付けて下さい。

④下図を参照に上下・前後・左右・隙間等の確認を行い、緩みの無いように③・④の本付け・本締めをします。
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取付位置

ｇ：バンパー取付部分から約 310mm

ｈ：リアゲート中心最下部分

                    から約 190mm

地上高

純正バンパーより約 105mm ダウン

＜リアスポイラー裏側＞

＜拡大図＞

②ｅ部分を付属ボルトナットで純正バンパー

  の穴を流用して取付して下さい。

＜リア裏側＞

①エアロパーツ

  の穴に合わせ７

  ｍｍ位の穴を空

  けます。

②①にて空けた穴２箇所と純正の穴を使用して

　付属ボルトナットにて計６箇所取付します。 付属ボルトナット

＜全体図＞

穴あけ加工箇所

①下記図を参照に両面テープを

　貼り付けて下さい。

③ｆ部分は純正バンパーにした穴 7mm 位をあけ

  付属のボルトナットにて取付して下さい。

＜両面テープ張付け箇所＞

両面テープ（Ｍ１０） １


